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° または,

ア ー をイ  ア ー え′ ,---rv

・ ここで讚美歌を歌ってもよい。聖餐を行なわないときは閉
会の讃美歌となり,聖餐を行なうときは聖餐のはじめの讃
美歌となる。

讃  美  歌

°会衆は起立し,司式者は会衆に向かって,序詞を交互に歌
うかまたは唱える。

序     詞
く司式者>         く会 衆>

―なんじの霊とと ま とを

く司式 く会 衆>

おだノυ

圭:… なんじらとともにいまさ夕ことを

こころをあげて 主をあお げ こころをあげて主
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く司式者> く会衆>

主な
.る
か――みに感謝をささ嗜,そ は すべきただしき とな り

・ 司式者は聖壇に向かい唱える。

聖なる父,全能にして永遠にいます主なる神よ,私たちがいつ
どこででも,あなたに感謝をささげるのは,ま ことに正当で,.正
しく,有益です。
・ 祝祭日または期節のための特別序詞をつづける。

・ 該当する特別序詞がない場合には24ベ ージの「ゆえに私た

ちは,天使と天使のおさ…」のことばを続ける。

特 別 序  詞
<降  臨  節>

あなたはあがないぬしの約束によって,あなたの民を慰め,あ
がない主が義をもってこの世をさばくため,再びこられるとき,
すべてのものを彼によって新たにされます。

<聖 降 誕 日>
みことばが肉体となる神秘により,あなたは私たちに栄光の新
しい啓示を与えられました。これはみ子のすがたのうちに,あな
たを見るためで,こ の見えないものを愛するようになるためです。

<顕 現 祝 日>
あなたは私たちのためにおんひとり子をくだし,人の姿におい
て見えるものとなりたもうたひとり子のうちに,全きあなたの栄
光を現わされましたゆえ,いま私たちはあなたをほめたたえます。

<受  難  節>
主は十字架の本の上で,人類に救いを与えられました。これは

死が現われるところにはいのちもまた生きかえり,本によってひ
とたび勝ちを得た者は,私たちの主キリストにより,十字架の本
によって同じく征服せられるためです。
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<復  活  節>
ことに私たちは,あなたのみ子,私たちの主イエス・ キリスト
の栄光ある復活のゆえに,あなたをほめたたえます。それはみ子
がまことの過ぎ越しの羊であって,私たちのためにささげられて
世の罪をとり除き,その死によって死をほろばし,その復活によ
って,私たちに永遠のいのちを回復してくださったからです。

<主 の昇 天 日>
ことに私たちの主イエス 0キ リストによって感謝をささげます。
主は復活ののちすべての弟子たちにあきらかに現われ,私たちを
その神性にあずかるものとするため,彼らの日の前で天にあげら
れました。

<聖 霊 降 臨 日>
私たちの主イエス・ キリス トによって感謝をささげます。主ほ

天にのぼり,あなたの右にすわられ,お約束のとおりに,選ばれ
た弟子たちに,こ の日聖霊がそそがれました。これにより,全地
は大いなる喜びにあふれています。

<=位 ―体祝日>
あなたは御ひとり子と聖霊とともに唯一の神,唯一の主です。
私たちは唯一のまことの神を告白し,位格において三つであり,
本質において単一であられ, しかも同じみいつをもたれる神を礼
拝いたします。

<全 聖 徒 の 日>
<または世を去った信者を記念する時に用いる!>

ことに私たちの主イエス・ キリストによって感謝をささげます。

主はあなたの聖徒たちを祝福したもうことにより,私たちが召さ
れていだいている希望の,栄光ある保証を与えられました。私た
ちは彼らの模範に従い,彼らとの交わりによって強められ,あな
たのめぐみを大いに喜び,彼らとともに栄光のうちに喜びます。
・ 序詞または特別序詞につづいて,次のことばにうつる。

ゆえに私たちは,天使と天使のおさ,および天の群集とともに,
あなたの栄光あるみ名をほめたたえ,常に主をあがめて言います。
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・ 司式者と会衆はともに「サンクトゥスとベネデイクトウス」
を歌うかまたは唱える。

サンクトゥスとベネデイクトゥス

聖  な る 聖  な る 聖

万 軍 の 主 な る  か み

る  力、 な

地 に み つ マヽ  と た か き こ ろ に ホ … サ ナ

の 光 ¨ て ん

もの に

F

,

主 の

め ぐ み あ れ い と か  き こ ろ ナ
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°
司式者は設定辞及び主の祈 りを唱える。

設  定  辞

私たちの主イエスキリストは苦しみを受ける前日,パンを取り,

感謝し,これを裂き,弟子たちに与えて言われました。「取って食
べなさい。これはあなたがたのために与える私のからだである。

私の記念のため,これを行ないなさい」。

食事ののち,杯をも同じようにして言われました。「取って,飲

みなさい。これは罪のゆるしのため,あなたがたと多くの人々の

ために流す私の血における新しい契約である。私の記念のため,

これを行ないなさい」。

<主 の 祈 り>
天にましますわれらの父よ,願わくはみ名をあがめさせたまえc

み国を来たらせたまえ。みこころの天になるごとく,地にもなさ

せたまえ。われらの日ごとのかてをきょうも与えたまえ,われら
に罪を犯すものを,われらがゆるすごとく,われらの罪をもゆる

したまえ。われらを試みに会わせず,悪より救い出したまえ。
・ 会衆は共に唱える。

国と力と栄えとは,限 りなくなんじのものなればなり。

アーメン

・ 設定辞の代わ りに,感謝の祈 りを用いてもよい.
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感 謝 の 祈 り

聖なるみ心を成就し,私たちの救いを成し遂げるために,私た

ちの主イエス キリストは苦しみを受ける前日,パンを取り,感謝

し,これを裂き、弟子たちに与えて言われました。「取って 食べ

なさい。これはあなたがたのために与える私のからだである。私

の記念のため、これを行ないなさい」。

食事ののち,杯をも同じようにして言われました。「取って,

飲みなさい。これは罪のゆるしのため,あなたがたと多くの人々

のために流す私の血における新しい契約である。私の記念のため,

これを行ないなさい」。

主なる全能の神よ。キリストの苦しみと死と,栄光の復活と,

昇天,ま た再臨の御約束を思い,あ なたに感謝をささげます。私

たちはあなたのみ前に立ち,み子を記念します。

父なる神よ。あなたご自身が聖霊によって これらのパンとぶど

う酒を祝別してください。これを受ける者が一つとなり,信仰を

堅くし,み ことばと聖霊に満たされ,み子イエスキリストによっ

て,あなたを讃美するに至るよう導いてください。

(聖なる賜物を受ける私たちが天の祝福と恵みに満たされ,罪の

ゆるしを受け,体も心 も清められ,主に喜ばれるすべての聖徒と

共に,天の祝宴にあずかるに至るように導いてください。)

すべての栄光と讃美が,教会において,キ リストにより,聖霊

と共におられるあなたに 世々限りなくありますように。

・ 会衆は唱える。

アーメン

・ 司式者は唱える。

私たちの救い主ィエス・ キリストが教えてくださったように。
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祈 りま しょう。

天にましますわれらの父よ,願わくはみ名をあがめさせたまえ。
み国を来たらせたまえ。みこころの天になるごとく,地にもなさ
せたまえ。われらの日ごとのかてをきょうも与えたまえ。われら

に罪を犯すものを,われらがゆるすごとく,われらの罪をもゆる
したまえ。われらを試みに会わせず,悪 より救い出したまえ。
中会衆は共に唱える。

国と力と栄えとは,限 りなく,なんじのものなればなり。
アーメン

ネ
司式者は会衆に向かい,交互に歌うかまたは唱える。

く司 式 者 > く会衆>

主の平安、常になんじらとともにあら夕ことを なんじの霊とともに と

拿
司式者と会衆はともにアグヌスデイを歌うかまたは唱える。

アグヌスデイ

--0)24 ぞ き もう の こ ひ よl・

ユ

釜些ョ
J   F
世

れ ら を わ み ま を のぞ きた



の こ ひ つ じ よか ―
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れ ら を わ れ ま

7 ,
[―
=の

ぞみ を た か ニ の ひ つ しよ
」■2

わ ら に や を  あ え え   ア む
′

・ 陪餐者は聖壇の前に進み聖餐を受ける。

陪

°司式者はパンを与えるときに言う。

あなたのために与えられたキリス トのからだ。

Ⅲ司式者はプドウ酒を与えるときに言う。

あなたのために流されたキ リス トの血。

・ 陪餐者は,パンとブドー酒を受けるたびに「アーメン」と
言つてもよい。

・ 司式者は陪餐のあとで,または全部の配餐が終わったあと
で,会衆に向かって言う。

私たちの主イエス・ キ リス トのからだとその尊い血 とは,あな

たがたを強め,守 り,永遠の命にいたらせてくださいます。

餐
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陪 餐 の 感 謝

・ 会衆は起立し,司式者は会衆に向かい,交互に歌うかまたは唱える。

く司式者> 衆 >く

主に感謝せよ、主の恵みは ふか し 主のいつくしみは、とこしえにたえることなし

Ⅲ司式者は唱える。

全能の神よ,こ の有益な賜物をもって,あ らたに力づけられま
したことを感謝します。

どうか,み恵みによって,私たちを強め,ますます主を信じ,
ますます互いに相愛することを得させてください。あなたと聖霊

と共に,永遠に唯一の神であられ,世の終わりまで生きておおさめ

になるみ子,私たちの主イエス・ キリストによってお願いします。

・ 会衆は歌うかまたは唱える。

ア

・ 司会者は会衆に向かい,交互に歌うかまたは唱える。
く司式者> < >

主.なんじらとともにいまさんことを 主、なんじの霊とともに を
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く司式者> く会 衆>

主をあが  崚多  神に感謝を さ さ げん

°司式者は祝福を唱える。

祝     福

願わくは,主があなたを祝福し,あなたを守られるように,
願わくは,主がみ顔をもってあなたを照し,あなたを恵まれるよ
うに,

願わくは,主がみ顔をあなたに向け,あなたに平安を賜わるように,

父と,子と,聖霊とのみ名により。
・ 会衆は歌うかまたは唱える。

ア

・ または ,

7- *y T- t;/ 7 メ ン

°このあとで讃美歌を歌ってもよい.
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小 児 洗 礼 式

洗礼式は,教会の礼拝すなわち,通
常礼拝又は特別の礼拝において行な

う。事情によっては教会の礼拝以外

でも行なうことができるが,こ の場
合には,あ とでおおやけに報告 しな
ければならない。

洗礼を受け る小児の両親もしくはそ

の一方または保護者,お よび教保は
福音ルーテル教会の会員でなければ

ならない。

両親もしくはその一方または保護者

は,小児に,その誕生後できるかぎ
り早い時期に洗礼を受けさせるべき

てある。

両親もしくはその一方または保護者

および教保は,小児洗礼の意義,小
児のキリス ト教養育,ま た長 しては

堅信礼を受けさせる責任について,

牧師より指導を うけるものとする。

洗礼は,原則 として教会役員会の承
認を必要とする。

受洗者の氏名,そ の誕生日,受洗日
および場所は,両親,教保,授洗者
の氏名とともに教籍簿に記入する。

●洗礼式の前後に讃美歌を歌ってもよい。
拿会衆は着席する。
■洗礼式のみが単独に行なわれる場合,司式者は唱える。

父 と,子 と,聖霊のみ 名 に よ り。
オ会衆は唱える。

アー メン.



"
勧     め

■司式者は会衆に向かい,言 う。

愛する兄弟姉妹よ,人はみな罪の うちに生まれるものであって,

私たちの救い主イエス 。キリス トが言われたように,水と霊から

生まれなければ神の国にはいることはてきません。それゆえ,私

たちは主イエス・ キリストによぅて父なる神に呼び求め,神がそ

の恵みとあわれみをもって,洗礼によりこの幼な子を受けいれ,

聖なる教会の生きた枝としてくださるよう,お願いしましょう。
十ここで司式者は次のように唱えつつ,小児の額に十字の

証印をしるしてもよい。

「主と,主の復活の力と,主の苦難にあずかることを知るに至る

しるしとして,聖なる十字の印を受けなさい」

特    梼
中司式者は言う。

ともに祈 りましょう。

ホ司式者は聖卓に向かい祈る。

全能にして,永遠の神,私たちの主 イエス 。キリス トの父よ。こ

の幼な子のためにお願いいたします。どうかこの幼な子に,洗礼

の賜物と,生まれかわりの洗いによる永遠の恵みを与えて くださ
い。主よ,愛するみ子によって,「求めよ,そ うすれば,与えら

れるであろう。捜せ,そ うすれば,見いだすであろう。門をたた

け,そ うすれば,あけてもらえるであ ろ う。」と約束 して くださ

ったように,今この幼な子を受けいれてください。み子,私たち
の主イエス・ キリス トによって祈 ります。

アーメン。

み    言
*司式者は会衆に向かい,次の聖句のうち,い ずれかを朗
読す る。

聖なるみ言を聞きましょう。
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キリスト・ イエスにあずかるバプテスマを受けた私たちは,彼の

死にあずかるパプテスマを受けたのである。すなわち,私たちは,

その死にあずかるパプテスマによって,彼とともに葬られたので

ある。それはキリストが父の栄光によって,死人の中からよみが

えらされたように,私たちもまた,新しいいのちに生きるためて

ある (ロ ーマ 6:3-4)。

十または

イエスにさわっていただ くために,人々が幼な子らをみもとに連

れてきた。ところが,弟子たちは彼らをたしなめた。それを見て

イエスは憤り,彼らに言われた。「幼な子らをわたしの所に来る

ままにしておきなさい。■Lめてはならない。神の国はこのような

者の国てある。よく聞いておくがよい。だれても幼な子のように

神の国を受けいれる者てなければそこにはいることは決しててき

ない」。そして彼らを抱き,手をその上において祝福された (マル

コ 10:13-16)。

主 の 祈 り

+洗礼式のみが単独で行なわれる場合,司式者は一同とと
もに主の祈 りを唱える。主の祈を唱えるあいだ, 司式者

は受洗者の頭に手をおいてもよい。

天にましますわれらの父よ……。

誓    約
t受洗する者が学齢に達している場合には,その年令に応
して短かい奨励をすることができる。
●司式者は両親および教保に向かい,次のことを尋ね,両
親は答える。

あなた (がた)はキリス トにある愛をもって,こ の幼な子を,洗

礼を受けさせるためにここに連れて来ました。それゆえ,あなた

がたに勧めます。あなたがたは,こ の幼な子に十戒,使徒信条 ,

主の祈 りを教え,成長するにしたがいその手に聖書を持たせ,教

会学校に出席させ,礼拝に伴い,キ リス ト教信仰へと養育し,堅
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信礼を受けるに至るように,熱心にまた忠実に努めなさい。この

ようにして,この幼な子が洗礼の約束と,教会の交わりのうちに

とどまり, イエス・キリストの日に至るまで,みこころにかなう

生活を送るよう努めなさい。

それゆえ,幼な子のためにあなたに尋ねます。あなた (がた)は

悪魔と,その業と,その道とをことごとく捨てますか。
答「はい,捨てます」。

あなたは天地の造り主,全能の父なる神を信しますか。

答「はい,信します」。
あなたは,聖霊によりて宿り,お とめマリヤより生まれ,ボ ンテ

オ・ピラトのもとに苦しみを受け,十字架につけられ,死にて葬

られ,陰府に下り,三 日目に死人のうちよりよみがえり,天に上
り,全能の父なる神の右に坐したまい,か しこより来たりたまい
て,生ける人と死にたる人とを,さ ばきたもうひとり子,主 イエ
ス。キリストを信しますか。

答「はい,信します」。
あなたは聖霊を,ま た聖なるキリスト教会・聖徒の交わり,罪の
ゆるし,か らだのよみがえり ,限 りなきいのちを信しますか。
答「はい,信します」。

あなたは,幼な子がこのキリスト教信仰によって洗礼を受けるこ
とを願いますか。

答 「 |れ 」ヽ。

授    洗
私どもの主, イエス 。キリストは言われました。

「わたしは,天において地においても,いっさいの権威を授けら
れました。それゆえに,あなたがたは行って,すべての国民を弟
子として,父と子と聖霊との名によって,彼らにバプテスマを施
せ。わたしは世の終りまで,いつもあなたがたと共にいるのであ
る」。
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キ代わりに,次の祈 りをしてもよい。
*司式者は会衆に向かい,言 う。

ともに祈 りましょう。
中司式者は聖卓に向かい,祈る。

全能にして永遠の神よ。あなたの愛するみ子,イ エス・キリス ト

は弟子たちに向かって「わたしは,天においても地においても,
い 0さ いの権威を授けられた。それゆえに,あなたがたは行って,

すべての国民を弟子として,父 と子と聖霊との名によって,彼 ら
にバプテスマを施せ」と命 じられ,ま た,「世の終 りまでいつも,

あなたがたと共にいるのである」と約束なさいました。どうか,

あなたの民の祈りをかえりみ,いま洗礼を受けようとしているこ
の幼児に,満ちあふれる恵みを与え,この幼児が,あなたの忠実
な選ばれた子らのひとりとして,いつまでもとどまり得るように
してください。私たちの主イエス・キリストによって祈ります。

ア‐―メ ン。

*司式者は次のように尋ねてもよい。

「 この幼な子は何という名まえですか」
両親または教保は,小児の名を答える。
オ司式者は次のように言いながら,水を三度小児の頭にそ
そいて洗礼を施す。

「―
」よ。私はあなたに洗礼を施す。

父 と,子 と,聖霊のみ名 により。アー メン.
洗 礼 の 祝 福

■次いて司式者は小児の頭に手″おき洗礼の祝福をする。

全能の神,私たちの主イエス・キリストの父は,水と聖霊とに
よってあなたを新たに生まれさせ,あなたのすべての罪をゆるし
てくださいました。その恵みによって,あなたを強め,限 りない
生命に至らせてください。

アーメン。

あなたに平安があるように。
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感 謝 の 祈 り

中司式者は言う。

ともに祈 りましょう。

キ司式者は聖卓に向かい,祈る。

あわれみ深い,全能の父なる神よ。恵みをもって教会をまもり,

また広め,こ の幼な子を洗礼により新たに生まれさせ,あなたの

子供,み国の世継ぎとして受けいれてくださったことを感謝いた

します。どうか,恵みのうちにこの幼な子を守 り,こ の幼な子が

あなたから離れることなく,いつもみこころに従って生活し,つ

いには永遠のみ国において豊かな約束の恵みを受けることができ

るようにしてください。あなたと聖霊と共にひとりの神 であっ

て,世々限りなく生きてつかさどられるみ子,私たちの主イエス

・キリストによって祈ります。

アーメン。

祝    福
オ次いて司式者は祝福をする。

父 と,子と,聖霊なる全能の神の祝福が,常にあなたがたととも

にあるように。

アーメン。

キ式文の 奉`献、につづく。

註)小児洗礼式と壮年洗礼式は, 誓`約、の部を別にして,
洗`礼の祝福、まで共通に行なうことができる。
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壮 年 洗 礼 式

洗礼式は,教会の礼拝すなわち,通
常礼拝又は特別の礼拝において行な

う。事情によっては教会の礼拝以外

でも行な うことができるが,こ の場

合には,あ とでおおやけに報告 しな
ければならない。

壮年洗礼を志顔するものは,聖書お
よび,ル ターの小教理門答書に示さ
れている教理につい ての教育 を受

け,キ リス トに対する信仰を告白す
る者でなければならない。

洗礼は,原則 として教会役員会の承
認を必要 とする。

洗礼を受ける者の教保は,福音ルー

テル教会の会員 でなけ ればな らな

い。

受洗者の氏名,そ の誕生日,受洗 日
および場所は,両親,教保,授洗者
の氏名とともに教籍簿に記入する。

中洗礼式の前後に讃美歌を歌ってもよい。
ホ会衆は着席する。
中洗礼式のみが単独に行なわれる場合,司 式者は唱える。

父と,子と,聖霊のみ名により。
中会衆は唱える。

アー メン。

勧    め
*司式者は会衆に向かい,言 う。

愛する兄弟姉妹よ,人はみな罪のうちに生まれるものであって ,

私たちの救主 イエス・ キリス トが言われたように,水と霊から生

まれなければ神の国にはいることはてきません。それゆえ,私た
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ちは主イエス・キリス トによって父なる神に呼び求め,神がその

恵みとあわれみをもって,洗礼によりこのしもべ (ら )を受け入

れ,聖なる教会の生きた枝としてくださるよう,お願いしましょ

う。

特    祷
ホ司式者は言う。

ともに祈 りましょう。

中司式者は聖卓に向かい,祈 る。

全能にして永遠の神,私たちの主イエス・ キリス トの父よ,こ の

しもべ (ら )のためにお願いいたします。どうかこのしもべ(ら )
に,洗礼の賜物と,生まれかわりの洗いによる永遠の恵みを与え
てください。主よ,愛するみ子によって,「求めよ,そ うすれば,

与えられるであろう。捜せ,そ うすれば,見いだすてあろう。門

をたたけ,そ うすれば,あけてもらえるであ ろ う。」と約束して

くださったように,今このしもべ (ら )を受けいれてください。
み子,私たちの主イエス・ キリス トによって祈 ります。
アーメン.

み    言
ホ司式者は会衆に向かい,言 う。

聖なるみ言を聞きましょう。

キリスト・イエスにあずかるバプテスマを受けた私たちは,彼の

死にあずかるパプテスマを受けたのである。すなわち,私たちは,

その死にあずかるパプテスマによって,彼とともに葬られたので

ある。それはキリストが父の栄光によって,死人の中からよみが
えらされたように,私たちもまた,新しいいのちに生きるためて

ある。(ロ ーマ 6:3‐ 4)。

主 の 析 り

十洗礼式のみが単独て行なわれる場合,司式者は一同とと
もに主の祈 りを唱える。主の祈 りを唱えるあいだ,司式
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者は志顔者の頭に手をおいてもよい。

天にましますわれ らの父よ・……。

誓    約
■司式者は志顔者に向かい,次のことを尋ね,志顔者はこ

たえる。

私はあなたに尋ねます。

あなたは悪魔と,そのわざと,その道とをことごとく捨てますか。

答「はい,捨てます」。

あなたの信仰を告白しなさい。

答「われは天地の造り主,全能の父なる神を信ず。われはその

ひとり子,われらの主イエス・キリストを信ず。主は聖霊に

よりて宿り,おとめマリヤより生まれ,ポンテオ・ピラトの

もとに苦しみを受け,十字架につけられ,死にて葬られ,陰

府に下り,三日目に死人のうちよりよみがえり,天に上 り,

全能の父なる神の右に坐したまえり,かしこより来たりた

まいて,生ける人と死にたる人とを,さばきたまわん。

われは聖霊を信ず。また聖なるキリスト教会・聖徒の交わ

り,罪のゆるし,からだのよみがえり,限 りなきいのちを

信ず。アーメン」。

あなたは,こ の信仰によって洗礼を受ける事を希望しますか。

答「はい」。

あなたは,この信仰によって生涯を送ることを約束しますか。

答「神の助けによって約束いたします」。

あなたは福音ルーテル教会の会員として,その教えを守り,つね

に恵みの手段を尊び, また会員としての務めをまっとうすること

を約束しますか。

答「神の助けによって約束いたします」。

授    洗
私どもの主,イ エス・ キリストは言われました。
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「ゎたしは,天においても地においても,いつさいの権威を授け

られました。それゆえに,あ なたがたは行って,すべての国民を
弟子として,父と子と聖霊との名によって,彼らにバプテスマを

施せ。わたしは世の終 りまで,いつもあなたがたと共にいるので

ある」。

■代わ りに,次の祈 りをしてもよい。
キ司式者は会衆に向かい,言 う。

ともに祈 りましょう。

キ司式者は聖卓に向かい,祈 る。

全能にして永遠の神よ。あなたの愛するみ子,イ エス 。キリス ト

は弟子たちに向かって「わたしは,天においても地においても,
いっさいの権威を授けられた。それゆえに,あなたがたは行って ,

すべての国民を弟子として,父と子と聖霊との名によって,彼ら
にバプテスマを施せ」と命じられ,ま た,「世の終 りまで,いつ

もあなたがたと共にいるのてある」と約束なさいました。どうか ,

あなたの民の祈 りをかえりみ,今洗礼を受けようとしているこの

しもべ (ら )に,満ちあふれる恵みを与え,こ のしもべ (ら )が ,

あなたの忠実な選ばれた子らのひとりとして,いつまでもとどま

り得るようにして ください。私たちの主イエス 。キリス トによっ

て祈 ります。

アーメン。

十志顔者はひざまずく。
*司 式者は次のように言いながら,水 を三度,志願者の頭
にそそいて洗礼を施す。

「一
」 よ,私はあなたに洗礼を施す。

父と,子 と,聖霊のみ名によ り。 アー メン。
洗 礼 の 祝 福

*つづいて司式者は受洗者 (各 自)の 頭に手をおき洗礼の

祝福をする。
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全能の神,私たちの主イエス。キリストの父は,水と聖霊とによ

ってあなたを新たに生まれさせ,あなたのすべての罪をゆるして

くださいました。その恵みによって,あなたを強め,限 りない命
に至らせてください。
キ受洗者は言う。

アーメン。

聖霊の賜物のための特祷

中司式者は言う。

ともに祈 りましょう。
■司式者は聖卓に向かい,祈る。

全能にして永遠にいます神よ,あなたは水と霊とによってこの

しもべ (ら )を新たに生まれじめ,そのすべての罪をゆるして くだ

さいました。慰め主なる聖霊により,彼 (ら )を強め, 日々にあ

なたの豊かな恵みの賜物を増し加え,知恵と悟 りの霊,思慮と力

の霊,主を知 り主を恐れる霊を,今も後も満たして ください。み

子,私たちの主イエス 。キリス トによって祈 ります。

アーメン。

按    手
■司式者は受洗者 (各自)の 頭に手をおき,次の言葉を言う。

天にいます父は,イ エス・キリストのゆえに聖霊の賜物をあなた

のうちに新たにし,増し加え,あなたを信仰のうちに強め,恵み

のうちに育て,苦しみに耐えさせ,永遠のいのちの祝福に満ちた

望みを与えてくださいます。
■受洗者は言う。

アー メン。

宣     言
十受洗者は起立し,司式者は受洗者に向かい,言 う。

あなたは,自 らの信仰を告白し,聖なる洗礼にあずかりました。

ゆえに,偉大なる王,教会のかしらであられる主イエス
。キリスト
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のみ名によって,私はあなたが主の聖餐の交わ りに連な り,教会
のすべての霊的権利にあずか り得 ることを認めます。父な る神 ,

み子なる神,聖霊なる神が,今 も後 もあなたを祝福 し,守 り, さ
さえたも うように。
中会衆は起立する。

教会員への勧め

*司式者は会衆に向かい,言 う。

この教会の会員であるあなたがたに勧 めます。 イエス・ キ リス

トにおけ る兄弟であ り,み国の世嗣であるこの兄弟 (姉妹)を受
けいれ,ま た神が聖霊によってこの兄弟 (姉妹)の うちに始め ら
れたみ業 をまっとうされるよう祈って くだ さい。
*司式者は,次に堅信者のための祈り (式文168ペ ージ)を
祈ってもよい。

祝     福
=司式者は祝福する。

父と,子 と,聖霊なる全能の神の祝福が,つねにあなたがた とと
もにあるように。

ア‐̈ メン。
十式文の 奉`献、につづく。

註 1)壮年洗礼式と小児洗礼式は 誓`約、の部を別にして, 洗`礼の
祝福、まて,共通に行なうことができる。
2)壮 年洗礼式と堅信式は 聖`霊の賜物のための特祷、から共通に
行なうことができる。
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堅  信  式

堅信式は,教会の礼拝,す なわち通
常礼拝又は特別の礼拝において行な

う。事情によっては教会の礼拝以外

でも行なうことができるが,こ の場
合には,あ とておおやけに報告 しな
ければならない。

堅信式を志顔するものは,小児洗礼
を受けたものであって,聖書および
ルターの小教理問答書に示されてい

る教理につい て教育を受けるものと

する。

堅信式は原員」として教会役員会の承

認を必要 とする。

堅信式を受けた者の教籍簿には,そ
の日付けとともに司式者の氏名を記

入する。
ホ礼拝の聖書日課朗読に先だって,次の中より聖書 を朗読
することができる。使徒行伝 8:14-17,ロ ーマ 10:3-
11,ェ ベソ 2:13-22,ヨ ハネ 15:1-16,伝道の書 12:
1-17.
ホ堅信式の前後に讃美歌を歌ってもよい。
ホ会衆は着席する。

紹     介
*司式者は会衆に向かい,言 う。

次の者は,キ リス ト教の信仰の教育 を受け,教会において承認 さ

れ,堅信式 を受けるため にここに来 ました。
*司式者は志願者の氏名を呼ぶ。
キ志願者は聖壇に進む。

誓    約
*司式者は志願者に向かい,次のことを尋ね,志願者はこ
たえる。
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愛する者よ,あ なた (がた)はすでに聖なる洗礼によって,私た
ちの主イエス・キリス トに受けいれられ,聖なる教会の会員とさ
れた者であ ります。あなた (がた)は私たちの主のご命令に従っ
て,神のみ言葉のうちに教育 され,み旨と恵みの福音を学び,今 ,

自らの信仰 を告自して,堅信式を受けることを望んでいます。
それゆえ,私はあなた (がた)に尋ねます。
あなた (がた)は,悪魔と,そのわざと,その道とをことごとく
捨てますか。

答「 はい,捨てます」。
あなたが信 じる信仰を告白しなさい。

答「われは天地の造 り主,全能の父なる神を信ず。われはそ
のひとり子,われらの主 イエス・キリス トを信ず。主は聖

霊によりて宿 り,お とめマリヤより生まれ,ポ ンテオ・ ビ

ラ トのもとに苦しみを受け,十字架につけられ,死にて葬
られ,陰府に下 り,:三 日目に死人のうちよりよみがえり,

天に上 り,全能の父なる神の右に坐したまえり,か しこよ
り来た りたまいて,生ける人 と死にたる人 とを,さ ばきた
まわん。

われは聖霊を信ず。また聖なるキリス ト教会・聖徒の交わ

り,罪のゆるし,か らだのよみがえり,限 りなきいのちを
信ず。アーメン」。

あなたは, この信仰と,洗礼の約束に堅 く立ち,福音ルーテル教
会の会員として,恵みの手段 と祈 りに忠実であることを約束 しま
すか。

答「 はい,神のみ助けによって約束いたします」。
聖霊の賜物のための特梼

t司式者は言う。

ともに祈 りましょう。

ホ司式者は聖卓に向かい,緊 る。
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全能にして永遠にいます神よ。あなたは水と霊とによってこの

しもべ(ら )を新たに生まれしめ,そのすべての罪をゆるしてくだ

さいました。慰め主なる聖霊により,彼 (ら )を強め, 日々にあ

なたの豊かな恵みの賜物を増し加え,知恵と悟 りの霊,思慮と力
の霊,主を知 り主をおそれる霊を,今も後も満たして ください。み

子,私たちの主イエス・ キリス トによって祈 ります。アーメン。

按    手
ホ志願者はひざまずき,司式者は志願者各自の頭に手をお
き, 言う。

天にいます父は,イ エス・キリス トのゆえに聖霊の賜物をあなた

のうちに新たにし,増 し加え,あ なたを信仰のうちに強め,恵み
のうちに育て,苦しみに耐えさせ,永遠のいのちの祝福に満ちた

望みを与えて くださいます。

キ堅信者は言う。

アーメン。

*堅信者は起立する。

宣     言
中司式者は堅信者に向かい,言 う。

あなたはすでに聖なる洗礼にあずかり,自 らの信仰を告白しま
した。ゆえに,偉大なる王,教会のかしらであられる主イエス・
キリストのみ名によって,私はあなたが主の聖餐の交わりに連な
り,教会のすべての霊的権利にあずか り得ることを認めます。父

なる神,み子なる神・聖霊なる神が,今も後もあなたを祝福し,
守 り,さ さえたもうように。
キ会衆は起立する。

教会員への勧め

'司式者は会衆に向かい,言 う。

この教会の会員てあるあなたがたに勧めます。 イエス 。キリス

トにおける兄弟てあり,み国の世継ぎてあるこの兄弟(姉妹)を受
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け入れ,ま た神が聖霊によってこの兄弟 (姉妹)の うちに始めら
れたみわざをまっとうされるよう祈って くださぃ。

堅信者のための祈り
■司式者と会衆は交互に唱えるか,ま たは歌う。

司 主,なんじらとともにまさんことを。
会 主,なんじの霊とともにいまさんことを。
*司 式者は言 う。

ともに祈 りましょう。
オ司式者は聖卓に向かい,祈る。

全能にして憐み深い天の父なる神よ,み心にかなうすべてのこと
を望み,ま た行なうよう,私たちのうちに働きたまうかたは,あ
なただけです。どうか,あなたのしもべの内に始められたみわざ
を堅くしてください。それによって,これらのしもべをあなたの
教会の交わりと,福音の信仰にとどまらせてください。誤まった
教理,肉の慾,この世への愛着により,あなたから離れたり,告
白した信仰から遠ざかることがありませんようにしてください。
みことばに喜んで服従することにより, ますます深くあなたを知
り,ま たあなたを愛し,すべての善きことばと行ないによって,
あなたに仕え,同胞の祝福となり,み民の導きとなり,み名の栄
光とならせてください。あなたと聖霊とともに唯一の神であり,
世々限りなく生きておおさめになるみ子,私どもの主イエス・ キ
リストによって祈ります。アーメン。

祝    福
*司式者は祝福をする。

父 と,子 と,聖霊なる全能の神の祝福が,つねにあなたがたとと
もにあ るように。アーメン.
*式文の 奉`献、につづく。
註)堅信式と壮年洗礼式は 聖`霊の賜物のための特祷、から共通に
行なうことができる。
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転  入  式

転入式はルーテル教会以外の教団か

ら信徒が転入す る場合に行 なわ れ

る。

転入式の前に牧師は次の点について

充分留意すべ きである。

1)転入志願者が,父 と,子 と,聖霊
のみ名により,水を用いて,洗礼
を受けた者である事を確かめる。

2)転入志願者に,聖書,お よびルタ
ーの小教理問答書に示されている

教理について指導をする。

転入志願者の受洗の事実が,調査を
しても明確でない場合,お よび洗礼
が父と,子 と,聖霊のみ名により,水
を用いて,正当に授けられていない
場合は,洗礼 を授けねばならない。

正当に小児洗礼 を受けている小児の

転入は,そ の小児の父母もしくはそ
の一方,ま たはその保護者の転入に

ともなって,認められる。
転入志願者が青年期に達 したもので

あっても,堅信式を受けていない小
児洗礼受洗者てある場合は,転入式
を行なわず堅信式を行なう。

転入式は,教会の礼拝,す なわち通
常礼拝または特別の礼拝において行

なう。

転入者の氏名,転入の日付けは,転
入者の誕生,受洗の日付け,場所お
よび授洗者の氏名とともに教籍簿に

記入する。
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転入式の前後に讃美歌 を歌ってもよ

い。

中会衆は着席する。
*志願者は聖壇にすすむ。
*司式者は志願者に言 う。

愛するものよ,あなたは「― 教団― 教会」において,洗礼を
受けましたが,こ のたび当教会に転入を希望し,転入式のために
ここに来ました。それゆえ,私はあなた (がた)に次のことを尋
ねます。

摯司式者に志願者に向かい,次のことを尋ね,志願者にこ
たえる。

あなたは,父と,子と,聖霊のみ名により,水とみ霊によって洗
礼を受けましたか。

答  「はい」。
あなたが信じる信仰を告白しなさい。

答  「われは天地の造り主,全能の父なる神を信ず。
われはそのひとり子,われらの主イエス。キリストを信
ず。主は聖霊によりて宿り,おとめマリヤより生まれ,
ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け,十字架につけ
られ,死にて葬られ,陰府に下り,三日目に死人のうち
よりよみがえり,天に上り,全能の父なる神の右に坐し
たまえり,かしこより来たりたまいて,生ける人と死に
たる人とを,さ ばきたまわん。

われは聖霊を信ず。また聖なるキリスト教会・聖徒の交

わり,罪のゆるし,か らだのよみがえり,限 りなきいの

ちを信ず。アーメン」

あなたは,こ の信仰に堅く立ち,福音ルーテル教会の会員として,

恵みの手段と祈りに忠実であることを約束しますか。

答  「はい,神のみ助けによって約束いたします」。



∫r

祝     福
*司式者は転入志願者の頭に手をおき,祝福の言葉を言う。

あなた (がた)はすでに聖なる洗礼によって,私どもの主イエ

ス 。キリス トに受けいれられ,その教会の会員とされたものであ

ります。天にいます父は,聖徒の交わりと,み ことばの賜物と,

めぐみの手段をもってあなたを育て,永遠のいのちの祝福を与え

てくださいます。

キ志願者は言 う。

アー メン。

特     祷
十司式者は聖卓に向かい,祈 る。

全能にして永遠にいます神よ,今この兄弟 (姉妹)をわれらの交
わ りに連らならせて くださることを感謝いたします。慰め主なる

聖霊により,こ の兄弟 (姉妹)を ,聖徒たちとの交わ りのうちに

たもち, 日々に豊かな恵みの賜物を増し加え,主 と隣人のため,

愛と奉仕の生活をお くる者としてください。み子,主 イエス・ キ

リス トによって祈 ります。

宣     言
ホ司式者は転入者に言う。

教会のかしらであられる主 イエス・ キリス トのみ名によって,私
はあなたが主の聖餐の交わ りに連なり,教会のすべての権利にあ
ずかり得ることを認めます。

教会員への勧め

*会衆に起立する。
+司式者は会衆に向かい,言 う。

教会の家族てあるあなたがたにすすめます。

イエス 。キリス トにおける兄弟であり,み国の世継ぎであるこの

兄弟 (姉妹)を ,あなたがたが受けいれ,一つのみ霊の中にあっ
て,と もに父のみもとに近づ くように。



J2

=司 式者は祝福の言葉を言う。

父 と,子 と,聖霊なる全能の神の祝福が,常にあなたがた ととも
にあ るように。

アー メン。
十式文の 奉`献、につづく。
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